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各職場・各薬局で取り組んでいただいています『薬害イレッサ被害者の早期救済

等を求める要請書』の署名数が 97,000 筆となり、10 万筆まであと 3,000 筆

となりました！！ 

“すでにこの署名は頼みつくした！ｏｒ取りつくした！”感でいっぱいな薬局で

も、病院・診療所等の職員さんにお願いするなど今一度、新たな手を尽くしてい

ただけないでしょうか？？ 

署名数 10 万筆を集め、被害者の方たちへの支援の輪を広げましょう♪♪ 

『どんな署名だっけ？』という方に！！ 

薬害イレッサ訴訟を支える署名です。 

これまでも薬害イレッサについては解説をしてきました

が、ネットおよび企業のプレス、専門家も巻き込んだ治

験と便宜、情報のバランスも過剰な効果に対し、見過ご

された有害事象など、これからの薬社会で起こりうる問

題を今、この被害を無駄にしないで認識するか･･この裁

判で問われていることです。 

○薬害根絶フォーラム in京都 10/25の報告○ 
薬害スモンのビデオが上映（50 分短縮版）されまし
た。 
あの国を動かし、政治を変え、薬事法を変えた運動（一
国民の薬害被害者が国・薬会社という巨大組織に対
し、薬害の責任を認めさせ、二度とこのような被害が
おきないよう薬事法を変えさせた）とはこういうもの
だったんだ！と、そのビデオを見た参加者から感想が
寄せられました。 
薬害では加害者になるかもしれない私たち（医療従事
者）ですが、被害者の辛い思いを一番近くで何かする
ことができるのも私たちです。その気持ちに確信がも
てるビデオではないかと思い、現在多くの人に観ても
らうことができるか試行錯誤中です。 

11 月 30 日肝炎対策基本法が成立しました。 

２年越し３度目の国会で、ようやく肝炎問題全面

解決への大黒柱が立ちました。 

同法では、「国の責めに帰すべき事由によりもたら

され…たものがある」とした上で、肝炎対策を総

合的に実施する「国の責務」を明記。具体的には

「肝炎患者の療養に係る経済的支援」などをあげ、

付則には「肝硬変及び肝がんに関する施策の実施」

も盛り込まれています。 

今後は、予算措置の実現、Ｂ型肝炎訴訟の早期解

決に向けて、引き続き支援していきましょう！ 

 

大きな支援の花を咲

かせましょう♪♪ 

 

バンザイ☆ 

☆署名のお願い☆ 

同封しました『抗がん剤副作用死亡と医薬品副作用に

よる胎児死亡について 被害救済制度の創立を求め

る請願』にご協力ください！ 

よろしくお願いいたします(^o^)丿 

 


